（施工管理のサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○

■職務要約
○○大学（建築学科）卒業後、一貫して建築施工管理に従事し、15年間の実務経験を有しております。直近の10年間では、監理技術者および主任技術者として、高層オフィスビル、○○駅の再開発プロジェクト、データセンターなど、S造・RC造・SRC造での大規模建築（請負金額100億円～300億円規模）の施工管理全般を統括してまいりました。 とくに○○駅西口再開発では、BIM（Revit/Navisworks）を活用した施工プロセスのフロントローディングを主導して、統合モデル（CDE）を用いた他の工種（設備・電気）との合意形成を推進。手戻り率の削減と生産性向上（前年比20%改善）に貢献しました。また躯体工事におけるコンクリート強度や鉄骨精度の数値管理、仕上工事における品質基準の徹底など、数値データに基づく品質保証を信条としております。これまでの大規模プロジェクトの統括経験とBIMによるプロセス改革の推進力を活かし、貴社の更なる事業拡大に貢献いたします。

■職務経歴
	20xx年xx月～現在　　株式会社○○○○○

	事業内容：総合建設業
資本金：xxx万円（20xx年xx月）
売上高：xxx千万円（20xx年xx月）
従業員数：xxx人
上場：東証プライム上場
	正社員として勤務

	20xx年
xx月
～
現在
	○○駅西口再開発事業・A棟（オフィス・商業複合ビル）新築工事

	
	【担当物件規模】
・構造：SRC造、一部RC造
・階数：地上30階、地下2階建
・延床面積：約165,000㎡
・請負金額：約280億円（プロジェクト全体：約500億円）
【役割】
・監理技術者（発注者通知済）
※次席（所長代理）として着任、後半1年は現場所長を補佐
・部下12名、作業員650名/日
【業務内容】
・建築工事全般の施工管理（四大管理）の統括・指揮
・発注者（デベロッパー）、設計事務所（組織設計事務所）、特定行政庁との各種協議・折衝
・BIM (Revit) 統合モデルのCDE (BIM 360) 運用・管理
・躯体工事（逆打工法、CFT柱、PCa床）の施工計画・品質管理
・仕上工事（高性能カーテンウォール、大スパン天井）の品質・安全管理
・他工種（空調・衛生・電気・昇降機）との総合調整
【主な取り組み】
・BIM (Revit/Navisworks) を活用した施工図のフロントローディングを主導。施工BIMをCDE上で運用し、着工前に設備・電気との主要な干渉をすべて解決。これにより、躯体・設備工事における手戻り率を前年度同規模案件比で約25%削減した
・躯体工事の品質管理において、コンクリートの4週圧縮強度試験（規格値: $45N/mm^2$）に対し、全ロットで平均$49.5N/mm^2$以上を確認。トレーサビリティを確保した
・鉄骨工事（CFT柱）の建方精度管理において、柱の倒れ（規格値 1/6000）に対し、実測値 1/7500以下を維持。高力ボルトの軸力管理も全数検査を徹底した。
・250万時間の無事故・無災害を達成し、発注者より安全表彰を受彰。

	20xx年
xx月
～
20xx年
xx月
	○○データセンター（B棟）新築工事

	
	【担当物件規模】
・構造：S造（免震構造）
・階数：地上7階建
・延床面積：約45,000㎡
・請負金額：約110億円
【役割】
・現場代理人
・部下6名、作業員250名/日
【業務内容】
・建築工事全般の施工管理（四大管理）
・免震層（積層ゴム）の据付管理、躯体精度管理
・サーバールームの特殊内装（高床OAフロア、耐火壁）の品質管理
・他工種（特に高圧電気・空調設備）との総合調整
・発注者（外資系IT企業）との英語による定例会議（週1回）の対応
【主な取り組み】
・Tier4レベルの信頼性を求められる中、建築・設備間の取り合いをBIM (Revit) で調整。特に空調ダクト・バスダクトのルートを施工前に最適化し、サーバー冷却効率の確保に貢献。
・隣接A棟が稼働中（無停止）での施工であったため、振動・騒音管理を徹底。切替工事の際は、A棟の運用チームと緻密な工程調整を行い、無停止での増設を完遂。
・建築の気密性試験（規格値: $x.x m^3/h/m^2$）をクリアし、空調負荷低減とF-GAS（フロンガス）漏洩リスクの最小化に貢献。

	20xx年
xx月
～20xx年
xx月
	△△物流センター新築工事

	
	【担当物件規模】
・構造：S造（PCa床）
・階数：地上4階建
・延床面積：約88,000㎡
・請負金額：約90億円
【役割】
・主任技術者
・部下4名、作業員250名/日
【業務内容】
・建築工事の施工管理（主に工程・原価・品質）
・S造の建方計画、PCa床の据付管理
・外装（ALC、金属サンドイッチパネル）の工程・品質管理
・VE (Value Engineering) / CD (Cost Down) 提案
【主な取り組み】
・鉄骨（柱・梁）の製作図（施工図）をBIMで作成し、PCa床板との取り合いを可視化。これにより現場での不整合をゼロにし、建方工程を計画比で10%短縮した。
・発注者・設計に対し、外装パネルの工法変更（VE提案）を実施。施工性向上と足場コストの削減を両立し、約3,000万円のコストダウンに成功。
・全工程での無事故・無災害を達成。



■活かせる経験・知識・技術
・S造、RC造、SRC造、CFT造における超高層・大規模・免震建築の躯体および仕上工事の統括管理経験
・監理技術者・現場代理人として、総勢650名規模の作業員および協力会社（最大100社以上）を統括した安全管理・労務管理の経験
・BIM (Revit, Navisworks, BIM 360) をCDEとして活用し、施工図のフロントローディングとプロセス改善（手戻り率削減）を主導した経験
・発注者（デベロッパー、事業主）、設計事務所、特定行政庁との高度な折衝・調整能力
・VE/CD提案による原価低減（数千万円規模）および品質向上を両立させた実績
・コンクリート圧縮強度、鉄骨精度、気密性試験など、建築品質を「数値」で管理・保証する技術力

■PCスキル
	Word
	官庁・発注者向け報告書、議事録の作成が可能なレベル

	Excel
	実行予算管理表（E/C）、工程管理表、ピボットテーブル、VLOOKUPなど関数を用いたデータ集計が可能なレベル

	PowerPoint
	発注者向け定例報告、VE提案資料の作成・プレゼンテーションが可能なレベル

	CAD（AutoCAD）
	施工図（躯体図、仕上図）の作成・修正、朱入れが可能なレベル

	BIM (Revit)
	統合モデルの構築・管理、施工図の作成・修正、干渉チェック、ファミリ作成が可能なレベル

	BIM (Navisworks)
	統合モデルでの4D（工程）シミュレーション、干渉チェック（クラッシュレポート作成・管理）が可能なレベル

	BIM (BIM 360)
	CDE（共通データ環境）の運用、設計・協力会社とのデータ共有、承認ワークフローの管理が可能なレベル

	蔵衛門 / Photoruction
	現場写真管理、電子黒板の運用、図面共有、帳票作成の指導・管理が可能なレベル



■資格
	一級建築施工管理技士
	20xx年xx月取得

	監理技術者資格者証
	20xx年xx月取得

	一級建築士
	20xx年xx月取得

	職長・安全衛生責任者教育
	20xx年xx月取得

	普通自動車第一種運転免許
	20xx年xx月取得



■自己PR
<BIMによるプロセス改革と、300億円規模のプロジェクトを完遂する統括力> 
私の強みは、監理技術者としての統率力と、BIMを活用して複雑な課題を解決するプロセス改革力です。○○駅の西口再開発（請負金額280億円）では、30階建の超高層・多用途（オフィス・商業）という特性上、他工種との調整が極めて難航しました。私は、施工BIMのCDE (BIM 360) 運用を主導し、設計・建築・設備・電気が同一モデルを参照する「フロントローディング会議」を週次で実施。着工前にPCa床と設備配管の干渉、カーテンウォールと躯体の取り合いなど、致命的な手戻りに繋がりかねない問題を約150項目抽出し、BIM上で解決しました。結果、施工中の手戻り率を25%削減し、工期内での竣工と、発注者の高い要求品質を両立できました。貴社の手掛ける大規模プロジェクトにおいても、私のBIM推進力と統括力で貢献できると自負しております。
<『建築品質』を数値と基準で担保する徹底した管理哲学>
私は建築施工管理の品質は、最終的に数値と基準でその精度と耐久性を証明することと考えています。感覚的に良い仕事ではなく、データに基づいた品質保証を徹底しています。たとえば再開発プロジェクトでは、高強度コンクリート（$45N/mm^2$）の打設管理において、スランプ・空気量・塩化物量の受入検査から、全150ロットの圧縮強度試験結果までをデータベース化し、規格値（100%）に対し実測値（平均110%）の強度を確保したことを証明しました。また鉄骨建方精度においても、全750本の柱の倒れ精度を管理し、規格値（1/6000）を大幅に上回る実測値（1/7500以下）を達成しました。私の『品質を数値で証明する』こだわりを、貴社のプロジェクトでも活かすことで貢献できると考えております。
以上
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